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対象）大阪府下において承諾を得た 22 市町村の要支援認定者（以下、要支援者）5,130 人と要介護１認定者（以下、
要介護１者）5,734 人の計 10,864 人である。 
方法）対象者に対して、郵送法にて平成 16 年度に調査（以下、平成 16 年度調査）を実施し、平成 16 年度調査の回




   今回は、平成 16 年度調査の基本属性および身体・心理・社会的項目と１年後の要介護度の推移との関連を明
らかにすることを目的としているため、平成 16 年度調査結果のみ分析に用いた。 
【１】
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２．調査２：市町村に対する要支援者および要介護１者の１年後の要介護度の調査 
対象）調査１と同じである。 










 平成 16 年度調査および平成 17 年度調査のいずれも回答のあった要支援者 3,055 人、要介護１者 2,751 人、合計
5,806 人のうち、平成 16 年度調査のすべての項目において有効回答であった要支援者 1,555 人、要介護１が 1,357 人
の合計 2,912 人について分析を行った。 
 平成 16 年度調査時の平均年齢は、要支援者は 78.6±7.0 歳、要介護１者は 79.0±8.4 歳であり、要支援者と要介護
１者の間に有意差はみられなかった。また、性別においても、要支援者と要介護１者の間に有意差はみられなかった。 


















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究の目的は、要介護認定における要支援および要介護１の者の要介護度の推移状況とその要因を明らかにし、
介護予防対策の示唆を得ることである。 
 大阪府下の約半数の 22 市町村の協力が得られた大規模な調査となっており、各市町村ごとに報告書を作成してい
るが、今後は地域性に応じてより詳細な分析を進め、地域特性に応じた介護予防事業の検討が必要である。 









 ２）16 年度調査、平成 17 年度調査として質問紙調査を縦断でしており、今後は各調査項目ごとの比較検討を行う




をとりあげてその要因を検討したり、悪化についても、要介護度 2.3 といった中等度に悪化した者と 4.5 といった重
度に悪化した者の要因分析を行うことで、より細やかな介護予防対策の検討が可能となる。 
 慎重に論文審査を行った結果、博士の称号を授与するに価する研究論文と判断した。 
